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１
９
６
６
年
（
Ｓ
41
）
年
４
月
、
私
は
日
川
高
校
か
ら
甲

府
南
高
校
に
転
任
に
な
っ
た
。
校
務
分
掌
は
第
２
学
年
担
任

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
と
き
の
学
年
主
任
が
矢
崎
さ
ん
だ
っ

た
。
こ
れ
が
矢
崎
さ
ん
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
私
に
と
っ

て
学
級
担
任
は
こ
れ
が
最
後
に
な
っ
た
の
だ
が
、
矢
崎
さ
ん

は
我
々
の
上
司
と
し
て
学
年
経
営
に
敏
腕
を
振
る
っ
て
お
ら

れ
た
。

　

第
２
学
年
が
ス
ケ
ー
ト
実
習
の
た
め
、
八
ヶ
岳
パ
ン
テ
ス

コ
ー
プ
と
い
う
と
こ
ろ
に
出
か
け
た
と
き
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
初
め
て
履
く
ス
ケ
ー
ト
靴
で
氷
の
上
を
お
っ
か
な
び
っ

く
り
歩
く
私
を
見
か
ね
て
、
矢
崎
さ
ん
が
そ
ば
に
来
て
く
れ

た
。
左
足
で
氷
を
蹴
る
と
き
は
体
重
を
右
足
に
乗
せ
、
右
足

で
氷
を
蹴
る
と
き
は
体
重
を
左
足
に
乗
せ
、
こ
れ
を
反
復
す

れ
ば
体
は
お
の
ず
と
前
に
進
む
こ
と
に
な
る
の
だ
と
、
実
演

し
な
が
ら
教
え
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
私
も
早
速
や
っ
て
み
た

が
見
事
に
転
倒
、
右
足
く
る
ぶ
し
あ
た
り
に
亀
裂
骨
折
を
起

こ
し
て
し
ま
っ
た
。
矢
崎
さ
ん
が
右
足
、
左
足
と
交
互
に
体

重
を
移
し
替
え
な
が
ら
軽
快
に
滑
る
の
で
、
私
に
も
出
来
そ

う
に
思
っ
た
の
が
失
敗
の
も
と
で
あ
っ
た
。

　

矢
崎
さ
ん
は
１
９
５
３
年
（
Ｓ
28
）
山
梨
大
学
英
文
科
を

卒
業
し
、
県
内
の
高
校
教
師
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
最
初
の

赴
任
校
は
甲
府
商
業
高
校
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
生
涯
の
伴

侶
と
な
る
女
生
徒
に
出
会
う
こ
と
と
な
っ
た
。
羽
中
田
幸
枝

さ
ん
が
そ
の
人
で
あ
る
。
彼
女
は
１
９
５
６
年
（
Ｓ
31
）
高

校
卒
業
と
同
時
に
日
本
銀
行
甲
府
支
店
に
採
用
さ
れ
た
才
媛

で
あ
っ
た
。
4
年
後
の
１
９
６
０
年
（
Ｓ
35
）
10
月
、
2
人

は
結
婚
し
、１
９
６
２
年
（
Ｓ
37
）
4
月
長
女
千
絵
さ
ん
が
、

１
９
６
６
年
（
Ｓ
41
）
に
は
長
男
尚
さ
ん
が
誕
生
し
た
。

　

勉
強
家
の
矢
崎
さ
ん
は
英
語
教
師
と
し
て
の
研
鑽
を
積
む

た
め
、
結
婚
前
の
１
９
５
０
年
代
、
県
か
ら
の
派
遣
学
生
と

し
て
東
京
教
育
大
学
（
現
筑
波
大
）
に
内
地
留
学
、
結
婚
後

の
１
９
６
３
年
（
Ｓ
38
）
に
は
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
交
換
学
生
と

し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
州
立
大
学
に
留
学
し
た
。
当
時
フ

ル
ブ
ラ
イ
ト
留
学
試
験
は
超
難
関
と
さ
れ
、
こ
の
試
験
に
パ

ス
し
た
各
分
野
の
エ
リ
ー
ト
が
１
年
も
し
く
は
数
年
間
ア
メ

リ
カ
で
研
修
を
積
む
制
度
で
あ
っ
た
。
今
で
こ
そ
外
国
留
学

の
門
は
大
き
く
開
か
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
極
め
て
狭
き
門

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
が
彼
の
得
意
の
時
代
、
輝
い

た
時
代
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

　

先
に
長
女
千
絵
さ
ん
に
触
れ
た
が
、
彼
女
は
両
親
の
す
ぐ

れ
た
遺
伝
子
を
受
け
継
い
で
見
事
筑
波
大
学
に
進
学
し
た
。

し
か
し
好
事
魔
多
し
と
い
う
か
、
こ
こ
で
統
一
協
会
と
い
う

異
端
の
宗
教
の
罠
に
か
か
り
、
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
境
遇
に
陥

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
矢
崎
さ
ん
ご
夫
妻
の
苦
悩
は

い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
当
事
者
で
な
け
れ
ば
と
う
て

い
理
解
で
き
な
い
程
の
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

愛
宕
町
教
会
の
教
会
会
報
「
い
ず
み
」
復
刊
第
22
号
に
矢

崎
兄
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
私
が
真
剣
に
キ
リ
ス

ト
教
と
向
き
合
っ
た
の
は
、
娘
が
統
一
協
会
に
入
っ
た
こ
と

を
知
り
、
何
と
か
救
出
し
た
い
と
家
内
と
と
も
に
飛
び
回
っ

て
い
る
こ
ろ
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
幸
運
に
も
鈴
木
顕
栄

先
生
の
知
遇
を
得
て
、
木
曜
夜
の
祈
祷
会
に
夫
婦
で
出
席
を

許
さ
れ
て
か
ら
で
し
た
。（
中
略
）
今
回
自
分
の
傲
慢
さ
、

罪
深
さ
を
聖
霊
さ
ま
が
気
づ
か
せ
て
下
さ
り
、
信
者
の
一
人

と
し
て
下
さ
っ
た
と
思
い
、
た
だ
感
謝
で
し
た
」。

　

ご
夫
妻
の
熱
心
な
祈
り
が
き
か
れ
、
千
絵
さ
ん
は
統
一
協

会
を
脱
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
矢
崎
さ
ん
は
、「
娘
の
お

か
げ
で
キ
リ
ス
ト
者
に
な
れ
た
」
と
言
っ
て
感
謝
し
て
い

た
。

　

矢
崎
さ
ん
は
、
１
９
９
６
年
（
Ｈ
8
）
1
月
愛
宕
町
教
会

定
期
総
会
に
お
い
て
役
員
に
選
出
さ
れ
て
か
ら
10
年
間
、
会

計
役
員
と
し
て
奉
仕
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
の
た
め
に
ど
れ
ほ

ど
の
時
間
を
つ
ぎ
込
ま
れ
た
か
知
る
人
ぞ
知
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

こ
の
ほ
か
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
愛
宕
町
教
会
60
周

年
記
念
誌
の
編
集
長
と
し
て
立
派
な
記
念
誌
を
残
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
い
う
難
病
と
闘
い
な
が
ら

聖
書
に
親
し
み
祈
り
、
主
か
ら
与
え
ら
れ
た
人
生
の
馳
せ
場

を
立
派
に
走
り
通
し
て
主
の
み
も
と
に
召
さ
れ
た
。

　

矢
崎
さ
ん
が
愛
し
た
奥
様
、
ご
家
族
様
の
上
に
主
の
慰
め

と
お
守
り
が
あ
り
ま
す
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

矢
崎
　裕
兄
を
偲
ぶ　
　
　
　
　
山
本
昌
昭

2006 年秋、
バザーの折の矢崎裕兄
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▼ようやくの発行ですが、遅くなった分、多くの方の文を掲載できました。巻頭のみことばに「神は、誰をも働き手としてくださいます。
あなたも、です」とありました。そのことばのとおり、それぞれの方が神様に捉えられ、働き手とされていることが伝わってきました。

　主の御名を讃美いたします。この度は、主の導きの
もと、愛宕町教会で夏期伝道実習の時があたえられま
したことを、心より感謝申し上げます。愛宕町教会の
皆様、大変お世話になりました。沢山の奉仕の場を与
えて下さり、感謝致します。説教奉仕、家庭集会、聖
書研究祈祷会、その他お話等、未熟な語りに付き合っ
て頂きありがとうございました。38 日間における実
習の出来事一つひとつが私の財産となるでしょう。
　昨日までの実習を振り返りますと、一瞬の出来事の
ように感じられます。慌ただしく夏期伝道実習に突入
し、落ち着く間もなく終わってしまった。と言います
のも文部科学省の御達しで、今年度から大学の学事歴
の変更が余儀なくされました。今頃ゆとり教育のしわ
寄せがきたのでしょうか、授業期間が大幅に増えたの
です。そのようなこともあって、24 日の大学の講義
を終え、その足で教会の夏期キャンプに参加するとい
う、せわしない実習の幕開けとなったのです。牧師と
して福音伝道に携わる者の生き様が暗示されているか
のようであります。常日頃から臨戦態勢を整えてお
け !! と。折が良くても、悪くとも福音を宣べ伝える。
このような姿勢が問われている気がしました。
　私は、夏期伝道実習に先立ってある思いを抱いてお
りました。それは自己が打ち砕かれて、古い自分を打
ち壊すというものです。ですから、実習先が愛宕町教
会と決まった時には、正直、良き訓練の場が与えられ
たとの思いでした。北牧師の伝説や、色々な噂を聞い
ており、多少の不安もありましたが、それ以上に期待
が大きかったのです。ただ、唯一心配であったことは、
説教、奨励の奉仕回数が他の実習先に比べて圧倒的に
多いということでした。そして事前の準備が満足に出
来ずに実習日の初日を迎えることとなりました。
　実習が開始されてからは、辛いとか悲しいと思う暇
もなく、ただひたすら「御言葉との格闘」となりまし
た。「神の恵みを語る」ことの大変さを、身をもって
知る良い機会となりました。そして、何よりも、「御
言葉に聴く」という姿勢が大切であるということを。
人は自身の思いや解釈という先入観を持っていますか
ら、御言葉に聴いているつもりでも自分の言いたいこ
とを語ってしまうのです。それは、私においては、顕
著に見られたのです。また、福音を語っているつもり
でも、どこか律法的になってしまう。このことに気付
かせて頂いただけでも、「神の恵み」を語ることを志
す者として、感謝なことです。
　家庭集会でも、率直なご意見を頂いたことは今後の
励みとなります。どのような思いをもって説教を聞い
ているのか。牧師に何を求めているのか。「骨身に沁
みる」までには至りませんでしたが、「恵みを語る」
ことの大変さを痛感させられたのです。これも、私自
身が主イエスの罪の赦し、その恵みを、しっかりと受

け止めていなかったからです。ダルクの集会に参加さ
せて頂き、他者の罪の告白を聞いて原点に返らされた
思いになりました。私の説教や奨励に「実存」が欠け
ていることの理由が、少し分かった気がします。人を
恐れていたのです。人の目を気にしていたのです。ど
こか、「イイ」人間になりすまそうとしていたのです。
マタイによる福音書 10 章 26 節に「人々を恐れては
ならない」とあります。私がいかに、神のみを見てい
なかったのか。いかに神に信頼しきれていなかったの
かを痛感させられました。これは、良い意味で北牧師
を見ていて感じました。規格外の人でありました。あ
りのままの自分でいる。それでいいのだ。そして人を
恐れない。だから、人との深い交わりを持てる。間近
で見ていて、自分の欠けに気付かされました。ありの
ままの自分でいい。等身大の自分でいいのだ。その自
分を主に受け入れられた。だからこそ、主イエスによ
る罪の赦しの恵みを深く感じる。この一連の出来事
を、深く受け止めていなかったのかもしれない。それ
故、説教で「神の恵み」が語れない、実存がなかった
のです。
　当初思っていたように、古い自分を打ち壊すことは
出来ませんでした。たかだか一ヶ月程度では、今迄染
み付いた自分を変えることはそう簡単にはできないの
です。しかし、この実習を通しておぼろげではありま
すが、光明が見えてきました。愛。それは関わりであ
る。神を畏れるから人を恐れない。神との関わり。主
との交わりがあるからこそ、人との交わりがある。深
い交わりがある。「嫌ってくれてありがとう。そうやっ
て私と関わりを持って下さるのですね」という言葉。
牧会者としての生き様がそこに表れていた。目の前に
ある一つひとつの出来事を信仰の目を持って捉え、考
えていく。これこそ、神学であったのです。エピソー
ドを挙げればきりがないですが、これらの一つひとつ
の大切なことに気付かせて頂いたことは、何よりも神
から与えられた恵みでありました。愛宕町教会で夏期
伝道実習が出来たことも、主の導きであったように思
われます。主に感謝いたします。
　そして、いままで指導して下さった北紀吉先生あり
がとうございました。色々と気に掛けて下さった眞智
子夫人、食事ごちそうさまでした。食事に誘って下さっ
た方々、楽しい話しや証しを聞けて恵みの時となりま
した。また、家庭集会を開いて下さった皆様ありがと
うございました。忙しい中食事も用意して下さり、大
変感謝です。CS の子どもたち遊んでくれてありがと
う。愛宕町教会の皆様の祈りによって支えられ、励ま
しの言葉によって慰められました。本当にありがとう
ございました。この度の夏期伝道実習が恵みのときと
なったことを、改めて、主と愛宕町教会の皆様に感謝
いたします。 
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